
８．徳島南部自動車道開通の効果について

資料８

8.1 徳島南部自動車道開通の効果 ～面的旅行速度の変化～
8.2 徳島南部自動車道開通の効果 ～朝ピーク時の利用状況～
8.3 徳島南部自動車道開通効果の更なる促進

～経路転換を促すための基礎調査～



0

10

20

30

40

50

0

500

1000

1500

2000

2500

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

開通前（交通量） 開通後（交通量）

開通前（旅行速度） 開通後（旅行速度）

0

10

20

30

40

50

0

500

1000

1500

2000

2500

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

開通前（交通量） 開通後（交通量）

開通前（旅行速度） 開通後（旅行速度）

0

10

20

30

40

50

0

500

1000

1500

2000

2500

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

開通前（交通量） 開通後（交通量）

開通前（旅行速度） 開通後（旅行速度）

▼徳島本町（東向き流入部）

交
通
量

旅
行
速
度

開通後、若干速度低下

(台/h) (㎞/h)

○徳島南部自動車道（徳島JCT～徳島沖洲IC：令和4年3月）が開通したことにより、市内中心部の国道11号・55号は、南北方向の旅行速度が向上して
いるが、朝夕ピーク時に依然として、旅行速度が20km/hを下回る交差点が存在。また、東西方向の旅行速度が低下している主要渋滞箇所も存在。

○国道55号大野交差点は、開通後、東行きの旅行速度が低下しているが、流出部は、道路改良により、旅行速度の向上が顕著。

８.１徳島南部自動車道開通の効果 ～面的旅行速度の変化～

開通前後代表交差点の交通量と旅行速度変化
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!( 主要渋滞箇所

10㎞/h以上　速度低下

5～10㎞/h以上　速度低下

0～5㎞/h以上　速度低下

0～5㎞/h以上　速度上昇

5～10㎞/h以上　速度上昇

10㎞/h以上　速度上昇

速度差分データなし

開通前後両方
旅行速度が20km/h以上

出典：ETC2.0プローブデータ（開通前：令和2年10月 開通後：令和4年10月）

大野

かちどき橋

安宅二丁目

市内中心部の国道11号・55
号は、開通後、南北方向の

旅行速度が向上。

▼徳島本町（北向き流入部）

▼大野（東向き流入部）
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出典：交通量：交通量調査結果（開通前：令和3年2月25日 開通後：令和4年6月23日）
旅行速度：ETC2.0プローブデータ（開通前：令和2年6月～令和3年3月 開通後：令和4年4月～令和4年10月）

7時台の交通量増加の影響で
朝ピーク時に速度低下

開通前後旅行速度の変化（平日：8時台）

東西方向の旅行速度が低下
している主要渋滞箇所も存在

北常三島

国道192号西向きの
旅行速度が低下

大野交差点東向きの
旅行速度が低下

大野交差点東向き流出部は、道路改
良により、旅行速度の向上が顕著。

徳島小松島線の南向
きの旅行速度が低下

南向き以外、旅行
速度が向上
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８.２徳島南部自動車道開通の効果 ～朝ピーク時の利用状況（北行きナンバープレート調査結果）～

○徳島南部自動車道を利用する車のうち、新直轄区間のみを利用する車は996台/3h（約81％）存在するのに対し、 NEXCO区間までを利用する車は
233台/3h（約19％）と少ない他、未だに並行する国道11号や徳島環状線を利用する車両のうち、約12%（1,171台/3h）は長トリップ通過交通である状況。

〇徳島南部自動車道への更なる経路転換が図られることにより、並行する国道11号や徳島環状線における混雑緩和に寄与するものと想定される。
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徳島南部自動車道の利用状況
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用する車は、1,229台/3h

1,229台/3hのうち、新直轄区間の
みを利用するのは、996台/3ｈ

1,229台/3hのうち、NEXCO区間
を利用するのは、233台/3ｈ

出典：ナンバープレート調査結果（令和4年11月15日）

▼徳島南部自動車道利用の内訳
（観測断面①、②、③のいずれかを通過し、徳島津田ICを利用する車両）
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徳島南部自動車道の並行道路の利用状況

観測断面①、②、③のい
ずれかを通過する車は、

10,049台/3h

国道11号・徳島環状線を利用する車両
のうち、約12%（1,171台/3h）の交通が長
トリップ交通であり、更なる転換が必要。

新直轄区間のみ利用

996台/3h

81%

NEXCO区間まで利用

233台/3h

19%

長トリップ交通

1,171台/3h

12%

長トリップ以外の交通

8,878台/3h

88%

▼並行道路国道11号、徳島環状線の利用内訳
（観測断面①、②、③のいずれかを通過する車両）

長トリップ交通を徳島
南部自動車道に誘導
することで、国道11号、
徳島環状線のさらなる
渋滞緩和に寄与

出典：ナンバープレート調査結果（令和4年11月15日）

【長トリップ通過交通】
徳島市南部⇒吉野川以北へのアクセス交通

③
大野

新浜本町

二丁目

高規格道路

開通区間

事業中区間

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

主要地方道

一般県道

凡例 高規格道路

開通区間

事業中区間

一般国道（指定区間）
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主要地方道
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８.３徳島南部自動車道開通効果の更なる促進 ～経路転換を促すための基礎調査～

○徳島南部自動車道の開通により、一部道路利用者は徳島南部自動車道に選択経路を変更した一方で、長トリップ通過交通の一部が現道に残存。

〇更なる経路転換需要を創出し、現道部の混雑状況を緩和すべく、道路利用者が実際に実感するメリットや転換の可能性等について把握し、更なる経路
転換の推進に向けた基礎調査を実施する。
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徳島南部自動車道（徳島JCT～徳島沖洲IC）の開通

更なる経路転換の推進

経路転換された方
引き続き現道を
使われる方

▲徳島南部自動車道の利用促進に向けた基礎調査実施フロー（案）▲

徳島南部自動車道を
利用する理由の把握

徳島南部自動車道を
利用しない理由の把握

基礎調査の実施
（次頁メニュー案）

更なる経路転換需要を創出し
混雑状況を緩和する
取り組みが必要

転換の可能性を把握し
経路誘導を促す

実感するメリットを把握し
その声を今後の

経路誘導施策に活用



８.３徳島南部自動車道開通効果の更なる促進 ～経路転換を促すための基礎調査～

〇更なる経路転換を促すべく、実際に徳島南部自動車道を利用している道路利用者に対して意見聴取を行う他、経路転換を実施しなかった道路利用者
からも意見聴取を実施する。

○定性的な開通効果を把握するとともに、徳島南部自動車道が開通したことにより生じ得る波及効果や副作用等についても定量的に評価を行い、徳島
南部自動車道への更なる経路転換を促すために必要とされる取り組み内容等について把握する。
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検証項目（案）
具体的な
調査手法（※）

調査対象 調査目的・概要

徳島南部
自動車道を

利用する
理由

・ヒアリング調査
・物流企業（屋号で抽出）
・バス事業者 ・徳島南部自動車道を利用するメリット等を確認。

・今後施策展開を図るべき内容等について把握。

・WEBアンケート調査

・道路利用者

利用しな
い理由

・徳島南部自動車道を利用し
ない長トリップ通過交通の道
路利用者

・徳島南部自動車道を利用しない理由を確認。
・改善すべき内容等について把握。

休日利用状況

・ETC2.0プローブデータ
・徳島南部自動車道・南北方
向の主要幹線道路 ・徳島都市圏では休日も慢性的に交通混雑が発生。

・休日の道路利用者も経路転換対象となり得るため、休日の
利用状況・転換状況を把握。

・WEBアンケート調査 ・観光客

・携帯プローブデータ ・休日道路利用者

松茂SICへの
波及効果

・ヒアリング調査 ・周辺企業
・徳島南部自動車道の開通により、松茂SICの利用状況の変
化を確認。

端末IC周辺道路への
副作用

・ETC2.0プローブデータ ・徳島津田IC周辺道路
・徳島津田IC周辺道路に生じた新たな交通混雑も要因の一
つとなり、徳島南部自動車道の利用率が低下していると想
定。

▼徳島南部自動車道への更なる経路転換を促すための基礎調査

※調査手法や概略工程等については、今後検討予定




